
15　『善悪因果経』管見─『東大寺諷誦文稿』『日本霊異記』『平家物語』など─

《
論
文
》『

善
悪
因
果
経
』
管
見

│『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』『
日
本
霊
異
記
』『
平
家
物
語
』
な
ど
│

小

林

真
由
美

一
、�『
善
悪
因
果
経
』

『
仏
説
善
悪
因
果
経
』（
一
巻
）
の
経
説
は
、
大
変
明
解
で
あ
る
。

仏
が
舎
衛
国
の
祇
樹
給
孤
独
園
で
説
法
を
し
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。

弟
子
の
阿
難
（
阿
難
陀
）
が
、
世
間
の
衆
生
に
は
好
醜
・
強
弱
・
貧

富
・
苦
楽
・
貴
賤
な
ど
の
違
い
が
あ
る
の
は
ど
う
し
て
な
の
か
と
質
問

を
し
た
。
仏
は
、
先
世
の
行
い
に
よ
っ
て
現
身
に
千
差
万
別
が
あ
る
も

の
な
の
だ
と
答
え
、
因
果
応
報
の
さ
ま
ざ
ま
な
例
を
挙
げ
る
。「
今
身

に
端
政
な
る
も
の
は
忍
辱
の
中
よ
り
来
た
る
。
醜
陋
な
る
も
の
は
瞋
恚

の
中
よ
り
来
た
る
」
と
い
っ
た
具
体
例
の
列
挙
が
ほ
ぼ
巻
末
ま
で
続
き
、

最
後
に
、
こ
の
経
を
『
善
悪
因
果
』『
菩
薩
発
願
修
行
経
』
と
名
づ
け
、

こ
の
経
を
受
持
す
る
者
は
菩
提
を
得
る
と
述
べ
る
。

中
国
で
作
成
さ
れ
た
著
者
不
明
の
疑
経
（
偽
経
）
で
あ
る
。
仏
教
の

因
果
応
報
思
想
は
、
善
悪
の
行
い
の
影
響
は
子
孫
に
及
ぶ
と
考
え
る
儒

教
倫
理
に
も
通
じ
る
こ
と
か
ら
、
中
国
社
会
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
。

『
善
悪
因
果
経
』
は
、
中
国
に
お
け
る
善
悪
因
果
応
報
思
想
の
普
及
を

背
景
に
作
成
さ
れ
、
広
く
流
布
し
た
。
端
的
で
単
純
な
内
容
か
ら
、
仏

教
の
初
学
者
に
も
容
易
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
牧
田
諦

亮
氏
は
、
隋
代
を
さ
か
の
ぼ
る
成
立
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
、
数
多
い
疑
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経
類
の
中
で
も
「
中
国
人
の
生
活
意
識
に
と
っ
て
ま
こ
と
に
適
切
明
解

な
表
現
を
も
っ
て
説
か
れ
た
も
の
」
と
評
し
て
い
る（
１
）。

経
典
目
録
の
『
大
唐
内
典
録
』（
六
六
四
年
）
に
は
経
名
が
み
ら
れ

な
い
が
、『
大
周
刊
定
衆
経
目
録
』（
六
九
五
年
）
の
疑
経
目
録
、『
開

元
釈
経
録
』（
七
三
〇
）
の
偽
妄
乱
真
録
に
は
記
さ
れ
て
お
り
、
七
世

紀
末
頃
に
は
、
疑
偽
経
典
と
し
て
周
知
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

日
本
に
い
つ
伝
来
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
正
倉
院
文
書
に
は
多

く
の
疑
偽
経
典
名
が
み
え
る
が
、『
善
悪
因
果
経
』
は
な
く
、
奈
良
時

代
以
前
に
確
か
に
伝
来
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
記
録
は
な
い
。

二
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
引
用
経
典

平
安
初
期
に
成
立
し
た
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
は
、『
華
厳
文
義
要

決
』
の
紙
背
に
記
さ
れ
た
三
九
六
行
の
文
章
で
あ
る（
２
）。

昭
和
十
三
年
に

国
宝
に
指
定
さ
れ
た
が
、
二
十
年
に
戦
火
に
よ
り
焼
失
し
、
十
四
年
に

刊
行
さ
れ
た
複
製
本
だ
け
が
現
存
す
る
。
内
容
は
法
会
で
朗
読
す
る
た

め
の
文
章
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
省
略
が
多
く
、
単
語
の
羅
列
の

み
の
箇
所
も
多
い
た
め
、
朗
読
用
の
覚
書
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
経
典
の
言
葉
を
用
い
て
綴
ら
れ
て
い
る
が
、
経
典
名
が

記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
わ
ず
か
七
部
で
あ
る
。『
悲
華
経
』『
方
広
経
』

『
因
果
経
』『
摩
訶
摩
耶
経
』（
41
～
46
行
）
と
、『
千
手
経
』（
323
行
）、

『
華
厳
経
』（
352
行
）、『
金
剛
頂
経
』（
354
行
）
で
あ
る
。
す
べ
て
そ
の

経
典
の
中
に
同
文
が
な
く
、
引
用
と
い
う
よ
り
も
経
文
の
取
意
、
ま
た

は
翻
案
に
よ
る
文
章
で
あ
る
。
口
頭
で
聴
衆
に
わ
か
り
や
す
く
述
べ
る

こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
た
め
、
正
確
な
引
用
で
あ
る
必
要
が
な
か
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

四
経
典
の
引
用
が
並
ぶ
41
～
46
行
は
、
三
宝
礼
拝
に
お
け
る
身
口
意

の
心
構
え
を
説
く
文
言
で
あ
る
。（
傍
線
筆
者
）

41　

悲
華
経
云　

若
有
人
於
如
来
所　

合
掌
一
称
南
无
仏　

当
来

必
成
无
上
尊

42　

方
広
経
云　

若
人
於
三
寶
所
不
生
信
世
々
中
不
値
仏　

生
信

礼
拝
常
見
无
量
仏

43　

因
果
経
云　

昔
世
三
寶
所
有
リ
シ
恭
敬
心
之
人
ハ　

此
世
作
封

禄
高
氏
族
而
為
一
切
人
所
尊

44　

敬
昔
世
於
三
寶
所
无
恭
敬
之
心
人
ハ　

此
世
作
貧
窮
下
賤
之

人
為
一
切
人
所

蔑

45　

摩
訶
摩
耶
経
云　

礼摩
耶
夫
人仏
時
思
念　

汝
吾
ヲ
須
臾
頃
无
乱
想
令

思
惟
仏　

汝
由
多
乱
想

46　

我
ヲ
将
行
五
道
生
死
令
受
雑
形　

故
須
臾
頃
許
我
静
令
思
仏
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‌�　

悲
華
経
ニ
云
ク
、
若
シ
人
ノ
、
如
来
ノ
所
ニ
於シ

テ
、
合
掌

シ
南
无
仏
ト
一
称
ス
ル
コ
ト
ア
ラ
バ
、
当
来
ニ
必
ズ
无
上
尊

ト
成
ラ
ム
。

　

‌�　

方
広
経
ニ
云
ク
、
若
シ
人
ノ
、
三
寶
ノ
所
ニ
於
テ
信
ヲ
生

ゼ
ズ
バ
、
世
々
ノ
中
ニ
仏
ニ
値
ヒ
タ
テ
マ
ツ
ラ
ザ
ラ
ム
。
信

ヲ
生
ジ
テ
礼
拝
セ
バ
、
常
ニ
无
量
仏
ヲ
見
ム
。

　

‌�　

因
果
経
ニ
云
ク
、
昔
ノ
世
ニ
三
寶
ノ
所
ニ
シ
テ
恭
敬
ノ
心

有
リ
シ
人
ハ
、
此
ノ
世
ニ
シ
テ
封
禄
ノ
高
キ
氏
族
ト
作
リ
テ
、

一
切
ノ
人
ノ
為
ニ
尊
敬
セ
ラ
レ
、
昔
ノ
世
ニ
三
寶
ノ
所
ニ
於

テ
恭
敬
ノ
心
ノ
无
カ
リ
シ
人
ハ
、
此
ノ
世
ニ
貧
窮
下
賤
ノ
人

ト
作
リ
テ
、
一
切
ノ
人
ノ
為
ニ

蔑
セ
ラ
ル
。

　

‌�　

摩
訶
摩
耶
経
ニ
云
ク
、（
摩
耶
夫
人
ノ
）
礼
仏
シ
タ
テ
マ

ツ
リ
シ
時
ニ
思
念
ス
ラ
ク
、
汝
、
吾
ヲ
須
臾
ノ
頃
モ
乱
想
无

ク
仏
ヲ
思
惟
セ
シ
メ
タ
マ
ヘ
。
汝
、
乱
想
多
キ
ニ
由
リ
テ
、

我
ヲ
五
道
生
死
ニ
将
行
キ
テ
、
雑
形
ヲ
受
ケ
シ
メ
タ
マ
ヒ
キ
。

故
ニ
、
須
臾
ノ
頃
許
ニ
、
我
ニ
静
カ
ニ
仏
ヲ
思
ハ
シ
メ
タ
マ

ヘ
。

こ
こ
に
み
ら
れ
る
四
経
典
の
う
ち
、『
悲
華
経
』
と
『
摩
訶
摩
耶

経
』
は
、
曇
無
讖
訳
『
悲
華
経
』（
十
巻
）、
曇
景
訳
『
摩
訶
摩
耶
経
』

（
二
巻
）
と
し
て
問
題
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。
正
倉
院
文
書
に
も
経
典

名
が
多
見
し
、
古
来
よ
く
読
ま
れ
た
経
典
で
あ
る（
３
）。
し
か
し
、『
方
広

経
』
と
『
因
果
経
』
は
類
似
の
経
典
名
が
複
数
存
在
す
る
た
め
、
考
察

を
要
す
る
。

「
方
広
」
は
「
広
大
な
」
を
意
味
す
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語 

vaipulya

、
パ
ー
リ
語 vedalla 

の
漢
訳
語
で
、
十
二
部
経
（
経
典
を

十
二
分
類
し
た
も
の
）
の
一
つ
（「
毘
仏
略
」）
を
さ
し
た
り
、
大
乗
経

典
全
体
を
さ
す
こ
と
も
あ
る
。「
方
広
」
を
冠
す
る
経
典
名
も
多
く
、

『
方
広
大
荘
厳
経
』『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
な
ど
が
あ
る
。
だ
が
、
略
称

と
し
て
『
方
広
経
』
と
さ
れ
る
の
は
、『
大
通
方
広
経
（
大
通
方
広
懺

悔
滅
罪
荘
厳
成
仏
経
）』
で
あ
ろ
う
。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
と
ほ
ぼ
同

時
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
日
本
霊
異
記
』
に
も
、「
方
広
経
」（
上
巻
第

八
・
第
十
縁
・
下
巻
第
四
・
第
十
四
縁
）、「
方
広
大
乗
・
方
広
経
典
」

（
下
巻
第
四
縁
）
が
み
え
る
が
、『
大
通
方
広
経
』
の
こ
と
と
解
釈
さ
れ

て
い
る
。

『
大
通
方
広
経
（
大
通
方
広
懺
悔
滅
罪
荘
厳
成
仏
経
）』（
三
巻
）
は
、

成
立
年
代
・
著
者
不
明
の
中
国
撰
述
経
典
（
疑
偽
経
典
）
で
あ
る
。
諸

仏
の
名
号
を
唱
え
て
懺
悔
滅
罪
を
行
う
こ
と
を
説
く
、
仏
名
経
の
一
つ

で
あ
る
。『
開
元
釈
教
録
』
巻
第
十
八
の
偽
妄
乱
真
録
に
載
る
偽
経
で

あ
る
が
、
奈
良
時
代
に
お
い
て
特
に
偽
経
と
意
識
さ
れ
る
こ
と
な
く
広

く
普
及
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。『
日
本
霊
異
記
』
に
は
、
推
古
天
皇
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の
代
に
方
広
悔
過
を
お
こ
な
っ
て
両
耳
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
っ
た
者

の
説
話
（
上
巻
第
八
縁
）
や
、
常
に
『
方
広
経
』
を
読
誦
し
て
い
た
妻

帯
の
僧
の
説
話
（
下
巻
第
四
縁
）
が
あ
る
。『
政
事
要
略
』
に
は
宝
亀

五
年
（
七
七
四
）
に
宮
中
で
方
広
悔
過
を
お
こ
な
っ
た
記
録
が
あ
る（
４
）。

『
大
通
方
広
経
』
に
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
42
行
と
同
文
は
な
い
が
、

次
の
文
に
や
や
似
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
は

不
信
の
者
は
世
々
に
仏
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
あ
り
、『
大
通

方
広
経
』
に
は
不
信
に
し
て
仏
法
を
誹
謗
す
る
者
は
「
地
獄
に
堕
」
す

と
あ
る
が
、
不
信
を
戒
め
る
と
い
う
文
脈
が
共
通
し
て
い
る
。

　

方
広
経
ニ
云
ク
、
若
シ
人
ノ
、
三
寶
ノ
所
ニ
於
テ
信
ヲ
生
ゼ
ズ

バ
、
世
々
ノ
中
ニ
仏
ニ
値
ヒ
タ
テ
マ
ツ
ラ
ザ
ラ
ム
。
信
ヲ
生
ジ
テ

礼
拝
セ
バ
、
常
ニ
无
量
仏
ヲ
見
ム
。

�

（『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
42
行
）

　

若
し
不
信
・
軽
咎
・
不
敬
の
人
、
則
ち
此
の
十
二
部
経
を
謗
り
、

及
び
金
剛
色
身
を
謗
り
、
及
び
此
の
大
士
文
殊
師
利
を
謗
り
、
及

び
十
方
の
諸
仏
を
謗
れ
ば
、
是
の
人
定
め
て
地
獄
に
堕
し
て
無
虚

な
り
。�

（『
大
通
方
広
経
』
巻
下
）

『
因
果
経
』（
43
行
）
と
略
称
さ
れ
る
経
典
は
、『
過
去
現
在
因
果

経
』
と
『
善
悪
因
果
経
（
仏
説
善
悪
因
果
経
）』
の
二
つ
が
あ
る
。
似

た
経
典
名
だ
が
、『
過
去
現
在
因
果
経
』
と
『
善
悪
因
果
経
』
は
、
成

立
も
内
容
も
来
歴
も
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
。

求
那
跋
陀
羅
訳
『
過
去
現
在
因
果
経
』（
四
巻
ま
た
は
五
巻
）
は
、

釈
迦
が
自
分
の
過
去
世
か
ら
現
在
世
に
至
る
ま
で
を
解
き
明
か
す
、
代

表
的
な
仏
伝
経
典
の
一
つ
で
あ
る
。
奈
良
時
代
に
、
料
紙
の
上
半
分
に

挿
絵
を
画
き
下
半
分
に
経
文
を
書
く
『
絵
因
果
経
』
が
作
成
さ
れ
た
。

上
品
蓮
台
寺
本
・
奈
良
国
立
博
物
館
本
（
巻
第
二
上
）、
醍
醐
寺
本

（
巻
第
三
上
）、
旧
益
田
家
本
（
巻
第
四
上
）、
出
光
美
術
館
本
（
巻
第

三
上
）、
東
京
藝
術
大
学
本
（
巻
第
四
下
）
な
ど
が
伝
存
し
て
い
る
。

有
名
な
経
典
で
あ
る
た
め
、『
因
果
経
』
と
だ
け
書
い
て
あ
る
場
合
、

こ
ち
ら
の
『
過
去
現
在
因
果
経
』
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
正
倉
院
文

書
を
み
る
と
「
因
果
経
」
と
だ
け
あ
る
も
の
は
五
巻
ま
た
十
巻
と
あ
る
。

『
過
去
現
在
因
果
経
』
は
通
常
四
巻
だ
が
、『
開
元
釈
教
録
』（
巻
第
二

十
）
に
は
「
四
巻
或
五
巻
」
と
あ
る
。
正
倉
院
文
書
に
一
巻
本
の
記
録

は
見
え
な
い
の
で
、『
善
悪
因
果
経
』（
一
巻
）
で
は
な
く
、
す
べ
て

『
過
去
現
在
因
果
経
』
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
43
行
は
、
ど
ち
ら
の
経
典
に
も
同
文
は
な

い
が
、
前
世
の
行
い
に
よ
っ
て
現
世
の
身
が
決
ま
る
と
い
う
主
旨
は

『
善
悪
因
果
経
』
が
近
い
。
次
の
一
文
は
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
内

容
に
似
て
い
る
と
思
わ
れ
る
部
分
で
あ
る
。

因
果
経
ニ
云
ク
、
昔
ノ
世
ニ
三
寶
ノ
所
ニ
シ
テ
恭
敬
ノ
心
ノ
有
リ
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シ
人
ハ
、
此
ノ
世
ニ
シ
テ
封
禄
ノ
高
キ
氏
族
ト
作
リ
テ
、
一
切
ノ

人
ノ
為
ニ
尊
敬
セ
ラ
レ
、
昔
ノ
世
ニ
三
寶
ノ
所
ニ
於
テ
恭
敬
ノ
心

ノ
无
カ
リ
シ
人
ハ
、
此
ノ
世
ニ
シ
テ
貧
窮
下
賤
ノ
人
ト
作
リ
テ
、

一
切
ノ
人
ノ
為
ニ

蔑
セ
ラ
ル
。

�

（『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
43
～
44
行
）

人
と
為
り
て
高
貴
な
る
は
、
礼
拝
の
中
従
り
来
た
る
。
人
と
為
り

て
下
賤
な
る
は
憍
慢
の
中
従
り
来
た
る
。

�

（『
善
悪
因
果
経
』）

傍
線
部
「
下
賤
」
と
い
う
言
葉
も
共
通
し
て
い
る
た
め
、
43
～
44
行

は
こ
の
経
文
の
翻
案
と
し
て
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
『
善
悪
因
果
経
』
は
中
国
で
は
唐
代
の

『
大
周
刊
定
衆
経
目
録
』
以
後
、
偽
経
と
し
て
一
切
経
か
ら
除
外
さ
れ

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
ア
ジ
ア
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
に
か
け
て
広

範
囲
に
伝
え
ら
れ
た
。『
仏
説
因
果
経
』
と
し
て
敦
煌
本
（
中
村
不
折

蔵
本
）
が
残
存
し
、
ソ
グ
ド
語
・
チ
ベ
ッ
ト
語
・
モ
ン
ゴ
ル
語
な
ど
に

も
訳
さ
れ
た（
５
）。
敦
煌
文
書
『
優
婆
塞
戒
経
』
巻
第
十
一
の
願
文
に
、
隋

の
仁
寿
四
年
（
六
〇
四
年
）
四
月
八
日
の
仏
誕
日
に
、
亡
父
追
善
の
た

め
に
、『
灌
頂
経
』『
優
婆
塞
戒
経
』『
観
無
量
寿
経
』
な
ど
と
と
も
に

『
善
悪
因
果
経
』
も
書
写
し
た
と
あ
る
。
十
世
紀
の
『
仏
説
盂
蘭
盆

経
・
摩
耶
夫
人
経
・
善
悪
因
果
経
連
写
経
』
の
紙
背
願
文
に
も
『
善
悪

因
果
経
』
の
経
典
名
が
見
え
る（
６
）。
十
仏
事
に
写
経
を
お
こ
な
い
、
三
回

忌
に
は
『
善
悪
因
果
経
』
を
書
写
し
た
と
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
文
書
は

時
代
が
隔
た
っ
て
い
る
が
、『
善
悪
因
果
経
』
が
追
善
供
養
の
た
め
に

書
写
さ
れ
る
経
典
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

仁
寿
四
年
四
月
八
日
楹
雅
珍
為
亡
父
写
灌
頂
経
一
部
」
優
婆
塞
一

部
善
悪
因
果
一
部
太
子
成
道
一
部
」
五
百
問
事
経
一
部
千
五
百
仏

名
観
無
量
寿
」
経
一
部
造
観
世
音
像
一
躯
造
四
十
九
尺
幡
一
口
」

所
造
功
徳
為
法
界
衆
生
一
時
成
仏

�

（�『
優
婆
塞
戒
経
』
巻
第
十
一
（P.2276

）
願
文
）

弟
子
朝
議
郎
検
校
尚
書
工
部
員
外
郎
翟
奉
達
為
亡
過

妻
馬
氏
追
福
毎
斎
写
経
一
巻
標
題
如
是

第
一
七
斎
写
无
常
経
一
巻　

第
二
七
斎
水
月
観
音
経
一
巻

第
三
七
斎
写
呪
魅
経
一
巻　

第
四
七
斎
写
天
請
問
経
一
巻

第
五
七
斎
写
閻
羅
経
一
巻　

第
六
七
斎
写
護
諸
童
子
経
一
巻

第
七
斎
写
多
心
経
一
巻　
　

百
日
斎
写
盂
蘭
盆
経
一
巻

一
年
斎
写
仏
母
経
一
巻　
　

三
年
斎
写
善
悪
因
果
経
一
巻

右
件
写
経
功
徳
為
過
往
馬
氏
追
福
奉

請
龍
天
八
部
救
苦
観
世
音
菩
薩
地
蔵

菩
薩
四
大
天
王
八
大
金
剛
以
作
証
盟
一
一
領
受

福
田
往
生
楽
処
遇
善
知
識
一
心
供
養
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�

（�『
仏
説
盂
蘭
盆
経
・
摩
耶
夫
人
経
・
善
悪
因
果
経
連
写
経
』

（P.2055

）
紙
背
願
文
）

『
善
悪
因
果
経
』
の
巻
末
に
、
こ
の
経
典
を
受
持
す
る
功
徳
が
説
か

れ
て
い
る
た
め
に
、
追
善
供
養
の
写
経
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
在

家
信
者
に
内
容
が
理
解
し
や
す
く
、
一
巻
と
い
う
手
軽
さ
も
あ
り
、
民

間
仏
教
の
場
で
実
用
的
な
経
典
だ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、

正
式
な
一
切
経
か
ら
は
偽
経
と
し
て
除
か
れ
な
が
ら
も
、
広
い
地
域
に

伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
は
追
善
供
養
の
文
句
が
多
く
、
在
家
者
も

多
く
集
ま
る
法
会
で
読
ま
れ
た
文
章
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
42
行
の

『
方
広
経
』
も
偽
経
で
、
仏
名
懺
悔
の
法
会
に
用
い
ら
れ
る
経
典
で
あ

る
。
45
行
の
『
摩
訶
摩
耶
経
』
は
釈
迦
が
忉
利
天
で
亡
き
母
摩
耶
夫
人

に
会
っ
て
説
法
を
す
る
と
い
う
内
容
で
、
追
善
供
養
に
読
ま
れ
る
に
ふ

さ
わ
し
い
経
典
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
ら
の
経
典
は
追
善
法
会
な

ど
で
読
誦
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の

筆
者
は
聴
衆
に
と
っ
て
耳
慣
れ
た
経
典
を
引
い
て
、
法
話
の
草
稿
を
し

た
た
め
た
の
で
あ
ろ
う
。『
善
悪
因
果
経
』
の
受
容
形
態
が
う
か
が
わ

れ
る
資
料
で
あ
る
。

三
、『
日
本
霊
異
記
』
と
『
善
悪
因
果
経
』

『
日
本
霊
異
記
』
上
巻
第
十
八
縁
と
中
巻
第
十
縁
の
二
話
に
、『
善
悪

因
果
経
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
成
立
は
天

長
年
間
（
八
二
四
〜
八
三
四
）
頃
と
推
測
さ
れ
る
の
で（
７
）、

現
存
本
が
弘

仁
年
間
（
八
一
〇
〜
八
二
四
）
成
立
の
『
日
本
霊
異
記
』
の
方
が
少
し

早
く
、『
善
悪
因
果
経
』
の
初
出
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

上
巻
「
法
花
経
を
憶お
ぼ
え

持た
も

ち
て
現
報
を
得
奇
し
き
表
を
示
す
縁
」
第

十
八
。『
法
華
経
』
を
子
供
の
頃
か
ら
読
ん
で
い
た
人
が
、
大
人
に
な

っ
て
も
ど
う
し
て
も
一
文
字
だ
け
覚
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
す
る
と
夢
の

中
で
、
前
世
で
そ
の
一
文
字
を
焼
い
て
し
ま
っ
た
た
め
に
覚
え
ら
れ
な

い
の
だ
と
言
わ
れ
た
。
夢
で
教
え
ら
れ
た
場
所
に
行
っ
て
み
る
と
、
夢

の
通
り
の
家
が
あ
り
、
ま
さ
し
く
そ
の
一
文
字
が
焼
け
た
経
典
が
あ
っ

た
。
そ
の
経
を
修
理
す
る
と
、
経
文
を
す
べ
て
覚
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
し
て
、
前
世
で
両
親
で
あ
っ
た
者
た
ち
に
も
、
現
在
の
両
親

に
も
孝
養
を
尽
く
し
た
と
い
う
説
話
で
あ
る
。

　

賛
に
曰
は
く
「
善
き
か
な
日
下
部
の
氏
、
経
を
読
み
道
を
求
め

て
、
過
現
の
二
生
に
重
ね
て
本
の
経
を
誦
み
、
現
に
二ふ
た
りの

父
を
孝
う
や
ま

ひ
、
美
き
名
後
に
伝
ふ
。
是
れ
聖
な
り
。
凡
に
あ
ら
ず
」
と
い
ふ
。
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誠
に
知
る
、
法
花
の
威
神
と
観
音
の
験
力
と
を
。
善
悪
因
果
経
に

云
は
く
「
過
去
の
因
を
知
ら
む
と
欲
は
ば
、
其
の
現
在
の
果
を
見

よ
。
未
来
の
報
を
知
ら
む
と
欲
は
ば
、
其
の
現
在
の
業
を
見
よ

（
欲
知
過
去
因
、
見
其
現
在
果
、
欲
知
未
来
報
、
見
其
現
在
業
）」

と
の
た
ま
ふ
は
、
其
れ
斯
れ
を
謂
ふ
な
り
。

�

（『
日
本
霊
異
記
』
上
巻
第
十
八
縁
）

傍
線
部
の
引
用
文
は
説
話
の
中
で
、
前
世
と
現
世
に
わ
た
る
不
思
議

な
で
き
ご
と
を
因
果
応
報
思
想
に
よ
っ
て
説
明
す
る
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。

『
日
本
霊
異
記
』
中
巻
「
常
に
鳥
の
卵
を
煮
て
食
ひ
て
現
に
悪
し
き

死
の
報
を
得
る
縁
」
第
十
に
も
、『
善
悪
因
果
経
』
の
引
用
文
が
見
ら

れ
る
。
鳥
の
卵
を
い
つ
も
食
べ
て
い
た
男
が
、
知
ら
な
い
兵
士
に
麦
畑

に
連
れ
て
行
か
れ
た
と
こ
ろ
、
男
の
眼
に
は
麦
の
穂
が
す
べ
て
火
に
見

え
、
男
は
走
り
回
り
泣
き
叫
ん
だ
。
そ
の
様
子
を
不
審
に
思
っ
た
村
人

が
畑
の
中
か
ら
助
け
出
す
と
、
男
の
足
は
本
当
に
肉
が
焼
け
た
だ
れ
、

骨
ば
か
り
に
な
っ
て
い
た
。

涅
槃
経
に
云
は
く
「
ま
た
人
と
獣
と
の
尊
と
卑
と
の
差
別
あ
り
と

い
ふ
と
も
、
命
を
宝た
ふ
とび
死
を
重は
ば
かる
こ
と
は
二ふ
た
つ

俱と
も

に
異
な
る
こ
と

無
し
」
と
の
た
ま
ふ
。
善
悪
因
果
経
に
云
は
く
「
今
の
身
に
鶏
の

子
を
焼
煮
ば
、
死
に
て
灰
河
地
獄
に
堕
ち
む
」
と
の
た
ま
ふ
は
、

其
れ
斯
れ
を
謂
ふ
な
り
。

�

（『
日
本
霊
異
記
』
中
巻
第
十
縁
）

諸
注
釈
書
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
傍
線
部
は
『
善
悪
因
果
経
』
に
同

文
が
あ
る
。

今
身
に
鶏
子
を
焼
す
る
者
は
死
し
て
灰
河
地
獄
の
中
に
堕
つ
。

�

（『
善
悪
因
果
経
』）

一
方
、
前
掲
の
上
巻
十
八
縁
の
傍
線
部
の
引
用
文
は
『
善
悪
因
果

経
』
に
は
な
く
、『
諸
経
要
集
』
と
『
法
苑
珠
林
』
に
あ
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る（
８
）。

そ
れ
ぞ
れ
二
箇
所
に
ほ
ぼ
同
文
が
あ
る
。「
見
其
」

が
「
当
観
」「
当
看
」「
但
観
」
に
、「
未
来
報
」
が
「
未
来
果
」
に
、

「
現
在
業
」
が
「
現
在
因
」
に
と
い
う
異
同
が
あ
る
。

夫
貧
富
貴
賤
。
並
因
往
業
。
得
失
有
無
。
皆
由
昔
行
。
故
経
言
。

欲
知
過
去
因
。
当
観
現
在
果
。
欲
知
未
来
果
。
当
観
現
在
因
。

�

（『
諸
経
要
集
』
巻
第
六
、
貧
賤
部
第
十
一
、
述
意
縁
第
一
）

如
斯
之
苦
。
皆
由
前
身
不
施
劫
盗
中
来
。
故
経
曰
。
欲
知
過
去
因
。

当
看
現
在
果
。
欲
知
未
来
果
。
但
観
現
在
因
。

�

（
同
、
巻
第
十
四
、
十
悪
部
第
二
十
三
、
偸
盗
縁
第
二
）

夫
貧
富
貴
賤
。
並
因
往
業
。
得
失
有
無
。
皆
由
昔
行
。
故
経
言
。

欲
知
過
去
因
。
当
観
現
在
果
。
欲
知
未
来
果
。
当
観
現
在
因
。

�（『
法
苑
珠
林
』
巻
第
五
十
六
、
貧
賤
篇
第
六
十
四
、
述
意
部
第
一
）
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如
斯
之
苦
。
皆
由
前
身
不
施
劫
盗
中
来
。
故
経
曰
。
欲
知
過
去
因
。

当
看
現
在
果
。
欲
知
未
来
果
。
但
観
現
在
因
。

�

（
同
、
巻
第
七
十
四
、
十
悪
篇
第
八
十
四
、
偸
盗
部
第
六
）

『
日
本
霊
異
記
』
は
、『
諸
経
要
集
』
か
ら
の
引
用
や
孫
引
き
が
多
い

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
、
上
巻
十
八
縁
は
『
諸
経
要
集
』
か
ら

の
引
用
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
中
巻
第
十
縁
で
は
原
文
を
引
用
し

て
い
る
の
で
、
景
戒
の
身
近
に
『
善
悪
因
果
経
』
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
『
諸
経
要
集
』
の
文
を
『
善
悪
因
果

経
』
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。『
善
悪
因
果
経
』
と
い
う
書
名
が
内
容

に
ち
ょ
う
ど
あ
て
は
ま
る
た
め
に
、『
諸
経
要
集
』
の
「
故
経
言
」
の

「
経
」
を
『
善
悪
因
果
経
』
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

古
代
の
文
献
で
『
善
悪
因
果
経
』
の
書
名
が
見
出
さ
れ
る
の
は
、

『
日
本
霊
異
記
』
と
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
み
で
あ
る
。
両
書
の
成

立
は
ほ
ぼ
同
時
期
で
、
景
戒
も
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
筆
者
も
法
相

宗
の
僧
と
い
わ
れ
て
い
る
。『
善
悪
因
果
経
』
が
、
当
時
の
法
相
宗
僧

徒
の
周
辺
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

奈
良
時
代
を
通
じ
て
一
切
経
目
録
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
『
開
元

釈
教
録
』
に
、『
大
通
方
広
経
』
も
『
善
悪
因
果
経
』
も
偽
経
と
し
て

掲
載
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
二
経
典
は
平
安
初
期
ま
で
読

ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
奈
良
時
代
の
仏
教
界
に
お
い
て
、
疑
偽
経
典

を
排
除
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
薄
か
っ
た
こ
と
に
関
わ
っ
て
い
る
で
あ

ろ
う（
９
）。

中
国
社
会
に
お
い
て
普
及
し
た
善
悪
因
果
応
報
思
想
は
、
古
代
日
本

の
民
間
仏
教
に
お
い
て
も
主
軸
と
な
る
思
想
で
あ
っ
た
。
養
老
七
年

（
七
二
三
）
の
太
政
官
奏
に
「
近
在
京
の
僧
尼
、
浅
識
軽
智
を
も
っ
て

罪
福
の
因
果
を
巧
み
に
説
き
」（『
続
日
本
紀
』
養
老
七
年
七
月
十
日
）

と
あ
る
。
奈
良
時
代
初
期
の
布
教
僧
ら
は
民
衆
を
相
手
に
「
罪
福
の
因

果
」、
す
な
わ
ち
善
悪
因
果
応
報
を
巧
み
に
説
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
約
百
年
後
の
『
日
本
霊
異
記
』
も
、
人
々
に
因
果
応
報
の
実

例
と
理
を
説
い
て
「
諸
悪
莫
作
、
諸
善
奉
行
」（
上
巻
序
）
を
勧
め
る

こ
と
を
主
旨
と
し
て
い
る
。
奈
良
時
代
の
民
間
布
教
の
現
場
で
生
ま
れ

た
数
々
の
因
果
応
報
説
話
が
、『
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
』
と
し
て

結
実
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
善
悪
因
果
経
』
は
悪
業
悪
果
の
例
が
圧
倒
的
に
多
く
、
因
果
応
報

の
負
の
面
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
「
諸
悪
莫
作
」
を
説
く
説

教
の
考
案
に
豊
富
な
話
材
を
提
供
し
た
で
あ
ろ
う
。『
善
悪
因
果
経
』

は
、
追
善
供
養
な
ど
で
読
誦
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
説
教
僧
た
ち
に

も
享
受
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

私
の
調
査
で
は
今
の
と
こ
ろ
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
以
後
、
平
安
時
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代
の
文
献
に
『
善
悪
因
果
経
』
の
書
名
や
引
用
文
を
見
出
し
て
い
な
い
。

平
安
朝
仮
名
文
学
の
中
に
は
、「
因
果
」
と
い
う
言
葉
は
ほ
と
ん
ど
使

わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。
天
台
宗
・
真
言
宗
に
よ
る
平
安
新
仏
教
の
台

頭
以
後
、『
日
本
霊
異
記
』
が
描
い
た
よ
う
な
善
悪
因
果
応
報
の
世
界

は
前
代
の
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。『
善
悪
因
果
経
』
は
、
啓
蒙

的
な
経
典
と
し
て
の
役
割
を
い
っ
た
ん
終
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
二
十
第
三
十
話
に
、『
日
本
霊
異
記
』
中
巻
第

十
縁
の
ほ
ぼ
同
話
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
経
典
名
が
な
く
「
人
云
ケ

ル
ト
ナ
ム
」
に
な
っ
て
お
り
、『
善
悪
因
果
経
』
の
経
典
名
は
伝
え
ら

れ
て
い
な
い
。

人
皆
此
ヲ
聞
テ
、「
殺
生
ノ
罪
ニ
依
リ
テ
、
現
ニ
地
獄
ノ
報
ノ
示
し
め
す

也
」
ト
ゾ
云
ケ
ル
。
然
レ
バ
、
人
此
ヲ
見
聞
テ
、
邪
見
ヲ
止
メ
因

果
ヲ
信
ジ
テ
、
不せ
っ
し
ょ
う
す
べ
か
ら

可
殺
生
ズ
。

「「
卵
ヲ
焼
煮
ル
者
ハ
、
必
ズ
灰
地
獄
ニ
堕お

つ

」
ト
云
ハ
実

ま
こ
と

也
ケ
リ
」

ト
ゾ
人
云
ケ
ル
ト
ナ
ム
語
リ
伝
タ
リ
ト
ヤ
。

（『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
二
十
「
和
泉
国
人
、
焼
食
鳥
卵
得
現
報

語
」
第
三
十
）

四
、『
平
家
物
語
』
の
『
因
果
経
』

『
日
本
霊
異
記
』
上
巻
十
八
縁
の
引
用
文
と
ほ
ぼ
同
文
が
、
覚
一
本

『
平
家
物
語
』
灌
頂
巻
、
大
原
御
幸
に
見
出
せ
る
。
後
白
河
法
皇
が
大

原
の
建
礼
門
院
を
た
ず
ね
た
と
き
に
会
っ
た
尼
が
、
建
礼
門
院
の
現
在

の
身
の
上
は
前
世
の
果
報
が
尽
き
た
せ
い
で
あ
る
、
今
こ
う
し
て
身
を

捨
て
て
仏
道
修
行
に
励
む
の
は
、
来
世
の
た
め
な
の
だ
と
語
る
場
面
で

あ
る
。
傍
線
部
に
、『
因
果
経
』
と
だ
け
あ
る
が
、『
日
本
霊
異
記
』
上

巻
第
十
八
縁
と
ほ
ぼ
同
じ
引
用
文
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

此
尼
申
し
け
る
は
、「
五
戒
十
善
の
御
果
報
つ
き
さ
せ
給
ふ
に
よ

ッ
て
、
今
か
か
る
御
目
を
御
覧
ず
る
に
こ
そ
さ
ぶ
ら
へ
。
捨
身
の

行
に
、
な
じ
か
は
御
身
を
惜
し
ま
せ
給
ふ
べ
き
。
因
果
経
に
は
、

『
欲よ

く

知ち

過く
は

去こ

因い
ん

、
見け

ん

其ご

現げ
ん

在ざ
い

果く
は

、
欲よ

く

知ち

未み

来ら
い

果く
は

、
見け

ん

其ご

現げ
ん

在ざ
い

因い
ん

』

と
と
か
れ
た
り
。
過
去
未
来
の
因
果
を
さ
と
ら
せ
給
ひ
な
ば
、
つ

や

く
御
歎
あ
る
べ
か
ら
ず
。
悉
達
太
子
は
十
九
に
て
伽
耶
城
を

出
で
、
檀
特
山
の
ふ
も
と
に
て
、
木
の
葉
を
つ
ら
ね
て
は
だ
へ
を

か
く
し
、
嶺
に
の
ぼ
り
て
薪
を
と
り
、
谷
に
く
だ
り
て
水
を
む
す

び
、
難
行
苦
行
の
功
に
よ
ッ
て
、
遂
に
成
等
正
覚
し
給
ひ
き
」
と

ぞ
申
し
け
る
。

�

（
覚
一
本
『
平
家
物
語
』
灌
頂
巻
、
大
原
御
幸
）

以
下
の
傍
線
部
の
よ
う
に
、「
見
其
」
は
『
日
本
霊
異
記
』
に
一
致

し
、「
果
」「
因
」
が
『
諸
経
要
集
』『
法
苑
珠
林
』
に
同
じ
で
あ
る
。
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欲
知
過
去
因
。
当
観
現
在
果
。
欲
知
未
来
果
。
当
観
現
在
因
。

�

（『
諸
経
要
集
』
巻
第
六
、『
法
苑
珠
林
』
巻
第
五
十
六
）

欲
知
過
去
因
。
当
観
現
在
果
。
欲
知
未
来
果
。
当
観
現
在
因
。

�
（『
諸
経
要
集
』
巻
第
十
四
、『
法
苑
珠
林
』
巻
第
七
十
四
）

欲
知
過
去
因
。
見
其
現
在
果
。
欲
知
未
来
報
、
見
其
現
在
業
。

�

（『
日
本
霊
異
記
』
上
巻
第
十
八
縁
）

欲
知
過
去
因
、
見
其
現
在
果
。
欲
知
未
来
果
、
見
其
現
在
因
。

�

（『
平
家
物
語
』
灌
頂
巻
）

こ
の
引
用
文
は
覚
一
本
・
長
門
本
・
四
部
合
戦
状
本
・
延
慶
本
の
四

本
に
み
ら
れ
る
が
、
経
典
名
に
異
同
が
み
ら
れ
る
。
長
門
本
は
覚
一
本

と
同
じ
く
『
因
果
経
』
と
あ
り
、
四
部
合
戦
状
本
は
「
さ
れ
ば
過
去
因

果
経
の
文
に
は
」、
延
慶
本
は
「
心
地
観
経
ニ
ハ
」
と
な
っ
て
い
る
。

生
あ
る
者
は
、
必
滅
す
。
始
あ
る
も
の
は
、
を
は
り
あ
り
。
さ
れ

は
因
果
経
云
、「
欲
知
過
去
因　

見
其
現
在
果　

欲
知
未
来
果  

見
其
現
在
因
」、
過
去
の
因
を
し
ら
ん
と
お
も
は
ゝ
、
其
現
在
の

果
を
見
よ
と
な
れ
ば
、
善
因
に
依
て
、
后
妃
の
位
を
得
給
、
悪
因

に
酬
て
、
か
ゝ
る
浮
目
を
御
ら
ん
す
る
と
、
お
ほ
え
た
り
。

�

（
長
門
本
『
平
家
物
語
』
巻
第
二
十
）

四
季
の
月
日
を
明
か
し
暮
ら
し
た
ま
ひ
し
に
、
先
世
に
戒
善
・
戒

行
薄
く
渡
ら
せ
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
今
斯
か
る
御
身
に
成
ら
せ
た
ま

ひ
ぬ
。
而さ

れ
ば
過
去
因
果
経
の
文
に
は
、

欲
知
過
去
因　

見
其
現
在
果　

欲
知
未
来
果　

見
其
現
在
因

と
説
か
る
。
加
様
に
先
世
の
業
報
・
後
生
の
宿
業
を
思
食
し
知
ら

せ
た
ま
へ
ば
、
兼
ね
て
捨
身
の
行
を
勤
修
し
た
ま
は
ん
事
、
何
か

御
憚
り
侍
ふ
べ
き
。

�

（
四
部
合
戦
状
本
『
平
家
物
語
』
灌
頂
巻
）

尼
申
ケ
ル
ハ
、「
実
ニ
仰
ハ
サ
ル
事
ニ
テ
候
ヘ
ド
モ
、
心
地
観
経

ニ
ハ
『
欲
知
過
去
因
、
見
其
現
在
果
。
欲
知
未
来
果
、
見
其
現
在

因
』
ト
テ
、『
過
去
ノ
因
ヲ
知
ム
ト
思
バ
、
現
在
ノ
果
ヲ
見
ヨ
。

未
来
ノ
果
ヲ
知
ム
ト
思
ハ
ヾ
、
現
在
ノ
因
ヲ
見
ヨ
』
ト
説
レ
テ
候

ナ
レ
バ
、
忉
利
天
上
ノ
憶
千
歳
ノ
楽
、
大
梵
王
宮
ノ
深
禅
定
ノ
栄

ヲ
傾
ワ
セ
給
ト
モ
、
御
行
無
シ
キ
ハ
争
カ
候
ベ
キ
。

�

（
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
第
六
末
）

覚
一
本
と
長
門
本
は
同
じ
『
因
果
経
』
で
あ
る
。
四
部
合
戦
状
本
の

『
過
去
因
果
経
』
は
、『
因
果
経
』
と
い
え
ば
『
過
去
現
在
因
果
経
』
と

い
う
知
識
に
よ
っ
て
「
過
去
」
を
付
け
く
わ
え
た
と
推
測
さ
れ
る
。

「
欲
知
過
去
0

0

因
、
見
其
現
在
0

0

果
」
と
あ
る
の
は
い
か
に
も
『
過
去
現
在

0

0

0

0

因
果
経
』
の
経
文
の
よ
う
で
あ
る
。
延
慶
本
に
は
『
心
地
観
経
』
と
あ

る
が
、『
心
地
観
経
』
に
こ
の
文
は
見
当
た
ら
な
い
。『
平
家
物
語
』
の

こ
う
し
た
経
典
名
の
揺
れ
は
、
典
拠
を
確
定
で
き
な
い
た
め
に
起
こ
っ
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た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

『
平
家
物
語
』
の
引
用
が
『
日
本
霊
異
記
』
と
同
文
で
あ
る
こ
と
の

指
摘
が
、『
日
本
霊
異
記
』
注
釈
書
に
見
出
せ
る
。
多
田
一
臣
氏
の

『
日
本
霊
異
記
』
に
「
池
上
洵
一
説
」
と
あ
り
、
本
郷
真
紹
氏
監
修
・

山
本
崇
氏
編
集
『
考
証
日
本
霊
異
記
』
に
も
指
摘
が
あ
る
。

○
善
悪
因
果
経
―
『
仏
説
善
悪
因
果
経
』。
偽
経
と
い
う
。
た
だ

し
現
在
の
本
経
に
以
下
の
こ
と
ば
は
見
え
な
い
。『
諸
経
要
集
』

が
経
典
名
を
明
示
し
な
い
も
の
の
同
文
を
掲
出
し
て
い
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
の
引
用
で
あ
る
ら
し
い
。『
平
家
物
語
』
が
、
や
は
り

『
因
果
経
』
を
出
典
と
し
て
ほ
ぼ
同
内
容
の
文
言
を
記
し
て
お
り
、

こ
の
こ
と
ば
と
『
善
悪
因
果
経
』
と
を
結
ぶ
何
ら
か
の
根
拠
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
池
上
洵
一
説
）。

�

（�

多
田
一
臣
校
注
『
日
本
霊
異
記
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、

一
九
九
七
年
）

○
善
悪
因
果
経　

菩
薩
発
願
修
行
経
・
因
果
経
と
も
。
成
立
は
唐

代
、
著
者
不
明
、
一
巻
。
原
本
は
敦
煌
出
土
写
本
で
日
本
の
中
村

不
折
氏
蔵
。
首
部
を
欠
く
。
疑
偽
経
典
。
衆
生
の
色
相
に
貧
富
貴

賤
、
善
悪
美
醜
な
ど
の
違
い
が
あ
る
の
は
、
前
世
の
業
因
に
よ
っ

て
現
在
の
果
報
を
招
い
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
（
大
蔵
経

全
解
説
大
事
典
）。
本
縁
の
引
用
部
分
は
、
善
悪
因
果
経
に
は
な

く
、
諸
経
要
集
か
ら
の
引
用
か
。
諸
経
要
集
巻
六
貧
賤
部
述
意
縁

に
よ
る
と
、「
夫
貧
富
貴
賤
、
並
因
往
業
、
得
失
有
無
、
皆
由
昔

行
、
故
経
言
、
欲
知
過
去
因
、
当
観
現
在
果
、
欲
知
未
来
果
、
当

観
現
在
因
」（
大
正
新
修
大
蔵
経
五
十
四
―
五
三
頁
）。
た
だ
し
、

覚
一
本
平
家
物
語
灌
頂
巻
・
大
原
御
幸
に
は
「
因
果
経
に
は
、
欲

知
過
去
因
、
見
其
現
在
果
、
欲
知
未
来
果
、
見
其
現
在
因
、
と
と

か
れ
た
り
」（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
と
み
え
、
と
も
に
因
果
を

冠
す
る
経
典
を
あ
げ
る
こ
と
は
、
何
ら
か
の
出
典
と
な
る
経
典
の

存
在
を
示
唆
す
る
も
の
と
い
え
る
。

�

（�

本
郷
真
紹
監
修
、
山
本
崇
編
『
考
証
日
本
霊
異
記
』
上
、

法
藏
館
、
二
〇
一
五
年
）

両
書
と
も
『
平
家
物
語
』
が
直
接
『
日
本
霊
異
記
』
を
引
用
し
た
と

は
述
べ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
ほ
か
に
因
果
を
冠
す
る
「
何
ら
か
の
出

典
と
な
る
経
典
の
存
在
」（『
考
証
日
本
霊
異
記
』）
が
あ
っ
た
可
能
性

よ
り
も
、『
平
家
物
語
』
が
『
日
本
霊
異
記
』
を
、
直
接
ま
た
は
間
接

的
に
受
容
し
た
可
能
性
の
ほ
う
が
高
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

当
該
引
用
部
分
の
伝
来
過
程
を
推
測
す
る
と
、
は
じ
め
『
日
本
霊
異

記
』
で
『
諸
経
要
集
』
の
文
を
『
善
悪
因
果
経
』
の
引
用
と
し
た
。
そ

の
部
分
が
『
平
家
物
語
』
灌
頂
巻
に
伝
え
ら
れ
、
覚
一
本
や
長
門
本

『
平
家
物
語
』
で
『
因
果
経
』
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、『
過
去
因
果
経
』
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（
四
部
合
戦
状
本
）
や
『
心
地
観
経
』（
延
慶
本
）
と
な
っ
た
。
字
句
の

異
同
に
つ
い
て
の
精
査
や
、『
平
家
物
語
』
全
体
の
経
典
引
用
か
ら
み

る
考
察
も
必
要
で
あ
る
が
、
こ
の
部
分
に
限
っ
て
見
る
な
ら
ば
、
こ
の

よ
う
な
推
測
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

前
述
の
よ
う
に
、
平
安
朝
時
代
の
仮
名
文
学
に
は
「
因
果
」
の
使
用

例
が
ほ
と
ん
ど
見
い
だ
せ
な
く
な
り
、
そ
の
代
わ
り
に
「
宿
世
」「
宿

報
」
が
多
用
さ
れ
た
。
こ
の
語
は
、
前
世
か
ら
の
因
果
と
い
う
意
味
合

い
で
は
あ
る
が
、
過
去
世
を
具
体
的
に
探
っ
て
反
省
す
る
も
の
で
は
な

く
、
現
世
の
不
可
思
議
を
詠
嘆
す
る
語
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る（
（1
（

。

平
安
時
代
以
降
、「
宿
世
」
の
結
果
で
あ
る
現
世
の
悲
苦
を
嘆
き
、
来

世
に
救
い
を
求
め
て
極
楽
往
生
を
願
う
浄
土
信
仰
が
根
を
下
ろ
し
、
日

本
人
の
中
に
過
去
世
・
現
在
世
・
未
来
世
の
三
世
の
観
念
が
定
着
し
た
。

こ
う
し
た
三
世
の
観
念
の
も
と
に
成
り
立
つ
三
世
因
果
の
思
想
は
、

『
日
本
霊
異
記
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
諸
悪
莫
作
、
諸
善
奉
行
」（
上

巻
序
）
を
目
的
と
す
る
善
悪
因
果
応
報
思
想
と
は
異
質
な
も
の
で
あ
る
。

『
平
家
物
語
』
の
「
欲
知
過
去
因
、
見
其
現
在
果
、
欲
知
未
来
果
、

見
其
現
在
因
」
は
、
建
礼
門
院
の
過
去
世
・
現
世
・
来
世
の
因
果
を
語

る
た
め
に
引
か
れ
て
い
る
。
こ
の
文
句
は
、
三
世
因
果
を
説
く
言
葉
と

し
て
、
典
拠
不
明
の
ま
ま
、
一
人
歩
き
を
は
じ
め
た
よ
う
で
あ
る
。

『
二
十
三
問
答
』（
夢
窓
疎
石
、
観
応
頃
一
三
五
〇
～
一
三
五
二
）
に
は
、

短
縮
し
た
「
現
在
の
果
を
見
て
過
去
未
来
を
知
る
」
と
い
う
言
葉
が
み

ら
れ
る
。
こ
と
わ
ざ
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

問
ふ
て
曰
く
、「
現
在
の
果
を
見
て
過
去
未
来
を
知
る
と
は
、
如

何
や
う
の
こ
と
ぞ
や
」

　

答
へ
て
曰
く
、「
過
去
と
は
過
ぎ
し
世
、
現
在
と
は
今
の
世
、

未
来
と
は
後
の
世
の
こ
と
な
り
。
こ
の
世
に
命
な
が
く
人
に
用
ひ

ら
れ
て
万
乏
し
か
ら
ぬ
果
報
は
過
し
世
に
物
の
命
を
殺
さ
ず
、
人

を
あ
だ
み
か
ろ
し
め
ず
物
を
施
し
柔
和
な
り
し
因
縁
也
。
喩
へ
ば

春
よ
き
種
を
こ
し
ら
へ
て
よ
く
生
ひ
た
つ
や
う
に
土
を
掘
り
種
を

蒔
く
因
あ
れ
ば
、
秋
は
そ
の
実
よ
く
出
で
く
る
果
あ
る
が
如
し
。

（
中
略
）
執
着
な
が
く
信
心
も
無
く
、
た
だ
こ
の
世
の
事
に
の
み

心
を
砕
き
て
後
の
世
を
思
は
ざ
れ
ば
、
地
獄
、
餓
鬼
、
畜
生
道
に

落
つ
る
也
。
喩
へ
ば
春
は
お
ろ
そ
か
に
種
を
植
ゑ
秋
手
を
空
し
く

す
る
が
如
し
。（
下
略
）」

�

（『
二
十
三
問
答
』）

『
曽
我
物
語
』
や
謡
曲
「
安
宅
」
に
も
類
句
が
見
ら
れ
る
。

「
そ
れ
に
付
て
も
、
前
生
の
宿
業
こ
そ
つ
た
な
け
れ
。
現
在
の
果

を
も
っ
て
、
未
来
を
し
る
こ
と
な
け
れ
ば
、
来
世
い
か
な
ら
ん
、

阿
弥
陀
仏
」
と
ぞ
申
し
け
る
。
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�

（『
曽
我
物
語
』
巻
第
十
）

〈
サ
シ
〉
判　

実げ
に

や
現
在
の
果
を
見
て
過
去
未
来
を
知
る
と
い
ふ
事　

同　

今
に
知
ら
れ
て
身
の
上
に
、
憂
き
年
月
の
如
月
や
、
下
の
十

日
の
今
日
の
難
を
、
遁
れ
つ
る
こ
そ
不
思
議
な
れ
。

�

（
謡
曲
「
安
宅
」）

『
織
田
仏
教
大
辞
典
』
の
「
イ
ン
グ
ワ　

因
果
」
の
項
の
中
の
小
項

目
「
三
世
因
果
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
『
因
果
経
』
が
引
か
れ
て
い
る
。

三
世
因
果
〔
術
語
〕
過
去
現
在
未
来
三
世
に
亘
り
て
因
果
を
尋
ぬ

る
こ
と
。【
因
果
経
】
に
「
欲
レ
知
二
過
去
因
一
者ハ

。
見
二
其
現
在

果
一
。
欲
レ
知
二
未
来
果
一
者
。
見
二
其
現
在
因
一
。」
古
来
こ
の
文
を
因
果
経
の
語

と
し
て
処
々
に
引
け
ど
も
現

流
の
経
に
此

の
文
な
し
。

�

（『
織
田
仏
教
大
辞
典
』」）

こ
の
【
因
果
経
】
が
『
過
去
現
在
因
果
経
』
と
『
善
悪
因
果
経
』
の

ど
ち
ら
を
指
し
て
い
る
の
か
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
後
の
小
項

目
「
因
果
経
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

因
果
経
〔
経
名
〕
過
去
現
在
因
果
経
の
略
称
。
別
に
坊
刊
に
仏
説

因
果
経
あ
り
。
羅
什
の
訳
、
経
蔵
に
入
ら
ず
。

『
仏
説
因
果
経
』
は
『
善
悪
因
果
経
』
の
こ
と
で
、
編
者
は
両
経
と

も
確
認
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、「
欲
知
過
去
因
〜
」
は
『
諸
経
要
集
』

ま
た
は
『
法
苑
珠
林
』
の
文
で
あ
る
た
め
、「
現
流
の
経
」
に
な
か
っ

た
の
は
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
ば
は
、『
諸
経
要
集
』
ま
た
は
『
法
苑
珠
林
』
か
ら
『
日

本
霊
異
記
』
に
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
『
日
本
霊
異
記
』
か
ら
『
平
家
物

語
』
に
伝
え
ら
れ
た
。
や
が
て
『
平
家
物
語
』
の
本
文
か
ら
離
れ
て
巷

間
に
流
布
し
、「
現
在
の
果
を
見
て
過
去
未
来
を
知
る
」
と
い
う
短
縮

さ
れ
た
文
句
に
も
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

五
、
近
世
の
『
善
悪
因
果
経
』

『
善
悪
因
果
経
』
は
、『
日
本
霊
異
記
』
と
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
以

降
、
江
戸
時
代
ま
で
読
ま
れ
て
い
た
形
跡
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

寛
永
二
十
一
年
（
一
六
四
四
）、『
仏
説
善
悪
因
果
経
』
が
刊
行
さ
れ

た
。
経
典
は
散
逸
せ
ず
に
国
内
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
和

田
恭
幸
氏
に
よ
る
と
、
近
世
初
期
版
本
の
デ
ー
タ
の
中
で
、
単
冊
で
刊

行
さ
れ
た
と
思
し
き
刊
記
を
有
す
る
刊
本
、
本
文
だ
け
の
仏
教
経
典
、

袋
綴
装
と
い
う
条
件
で
絞
り
込
む
と
、
本
能
寺
版
の
古
活
字
刊
本
『
百

喩
経
』（
寛
永
三
年
刊
）
と
『
仏
説
善
悪
因
果
経
』
だ
け
が
残
る
。『
百

喩
経
』
は
寺
院
版
で
あ
る
た
め
、『
善
悪
因
果
経
』
が
唯
一
の
経
典
の

商
業
出
版
物
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
寛
永
二
十
一
年
版
は
、
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中
野
是
誰
、
横
井
久
左
衛
門
、
村
上
平
楽
寺
と
書
肆
名
を
変
え
な
が
ら

何
度
も
摺
刷
が
繰
り
か
え
さ
れ
た（
（1
（

。

『
善
悪
因
果
経
』
に
は
、
病
や
身
体
障
害
は
先
世
の
業
報
に
応
じ
た

結
果
で
あ
る
と
説
か
れ
、
罪
業
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
虫
と
し
て
生
ま

れ
た
り
、
種
々
の
地
獄
に
生
ま
れ
る
と
い
う
例
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

通
俗
的
な
興
味
を
刺
激
す
る
内
容
で
あ
り
な
が
ら
、「
経
」
と
し
て
の

体
裁
を
備
え
て
い
る
。
近
世
出
版
界
に
お
い
て
、
そ
の
商
品
価
値
を
見

逃
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

平
仮
名
本
や
、『
善
悪
因
果
経
抄
』（
二
巻
二
冊
、
寛
文
六
年
、
一
六

六
六
）、
浅
井
了
意
に
よ
る
『
善
悪
因
果
経
直
解
』（
六
巻
六
冊
、
寛
文

七
年
）、『
善
悪
因
果
経
鼓
吹
』（
十
二
巻
十
二
冊
、
延
宝
六
年
、
一
六

七
八
）
な
ど
の
注
釈
書
も
次
々
に
刊
行
さ
れ
、
分
量
も
増
し
て
い
っ
た
。

『
善
悪
因
果
経
絵
抄
』（
五
巻
五
冊
、
享
保
十
七
年
、
一
七
三
二
）
や

『
善
悪
因
果
経
和
談
図
会
』（
六
巻
六
冊
、
刊
行
年
不
明
）
な
ど
の
絵
入

り
本
も
多
い
。
和
田
氏
は
『
善
悪
因
果
経
直
解
』
は
近
世
怪
異
小
説
の

周
辺
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
べ
き
存
在
で
あ
り
、
浅
井
了
意
に
お
い

て
は
、
そ
の
刊
行
以
後
、
仮
名
草
子
中
心
か
ら
通
俗
仏
書
中
心
へ
と
著

述
活
動
の
推
移
が
み
ら
れ
る
と
い
う（
（1
（

。

同
じ
『
因
果
経
』
と
い
う
略
称
を
持
ち
な
が
ら
、『
善
悪
因
果
経
』

は
『
過
去
現
在
因
果
経
』
と
は
全
く
異
な
る
経
歴
を
た
ど
っ
て
き
た
。

『
過
去
現
在
因
果
経
』
は
時
代
を
通
じ
て
代
表
的
な
仏
伝
経
典
で
あ
っ

た
。『
絵
因
果
経
』
は
現
代
で
は
国
宝
や
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、

博
物
館
や
美
術
館
で
多
く
の
人
々
に
鑑
賞
さ
れ
て
い
る
。

『
善
悪
因
果
経
』
は
、
お
そ
ら
く
奈
良
時
代
後
半
に
伝
来
し
、
蔵
外

経
で
あ
る
た
め
に
平
安
中
期
以
降
は
表
に
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ

れ
が
突
如
近
世
出
版
文
化
の
中
で
花
を
咲
か
せ
た
が
、
近
現
代
社
会
に

お
い
て
は
こ
の
経
典
か
ら
は
偏
見
と
差
別
の
文
脈
し
か
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
偽
経
と
し
て
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
近
代
以
降

は
再
び
沈
黙
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

※�

二
〇
一
五
年
九
月
十
三
日
仏
教
文
学
会
大
会
に
お
け
る
研
究
発

表
「
二
つ
の
因
果
経
―
古
代
・
中
世
文
学
と
『
善
悪
因
果
経
』

―
」
を
も
と
に
執
筆
し
ま
し
た
。
佐
伯
真
一
先
生
は
じ
め
、
貴

重
な
ご
教
示
を
賜
っ
た
諸
先
生
方
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

注（１
）�

牧
田
諦
亮
『
疑
経
研
究
』（
初
版
一
九
七
六
年
、『
牧
田
諦
亮
著
作

集
』
第
一
巻
所
収
、
臨
川
書
店
、
二
〇
一
四
年
）
参
照
。

（
２
）�『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
成
立
の
上
限
は
弘
仁
二
年
（
八
一
一
）、

下
限
は
天
長
年
間
（
八
二
四
～
八
三
四
）
頃
と
考
え
ら
れ
る
（
拙

稿
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
」『
国
語
国
文
』
第
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六
十
巻
第
九
号
、
一
九
九
一
年
九
月
）。
藤
本
誠
氏
は
「
執
筆
当
初
、

父
母
追
善
の
法
華
八
講
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
手
控
え
で
あ
っ
た
」

と
推
論
し
て
い
る
（「『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
成
立
過
程
―
前
半

部
を
中
心
と
し
て
―
」、『
水
門
―
言
葉
と
歴
史
―
』
第
二
十
三
号
、

二
〇
一
一
年
七
月
）。

（
３
）�『
悲
華
経
』
は
、
合
掌
し
仏
名
を
称
え
て
賛
嘆
す
る
記
述
が
繰
り
返

さ
れ
る
た
め
、
そ
の
部
分
の
取
意
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。「
如
是
等

上
首
菩
薩
摩
訶
薩
十
千
人
倶
。
即
従
座
起
偏
袒
右
肩
右
膝
著
地
。

叉
手
合
掌
向
東
南
方
。
一
心
歓
喜
恭
敬
瞻
仰
而
作
是
言
。
南
無
蓮

華
尊
。
多
陀
阿
伽
度
阿
羅
呵
三
藐
三
仏
陀
。
南
無
蓮
華
尊
。
多
陀

阿
伽
度
阿
羅
呵
三
藐
三
仏
陀
」（『
悲
華
経
』
巻
第
一
）。『
摩
訶
摩

耶
経
』
の
出
典
に
つ
い
て
は
、
中
田
祝
夫
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の

国
語
学
的
研
究
』（
風
間
書
房
、
初
版
一
九
六
九
）
出
典
調
査
に
次

の
類
似
部
分
の
指
摘
が
あ
る
。「
時
摩
訶
摩
耶
。
即
於
仏
前
而
自
剋

責
其
心
意
言
。
汝
常
何
故
作
非
利
益
。
遊
六
塵
境
而
不
安
定
。
乱

想
牽
挽
無
時
暫
停
。（
中
略
）
爾
時
摩
訶
摩
耶
。
説
此
偈
已
而
白
仏

言
。
世
尊
。
一
切
衆
生
在
於
五
道
。
皆
由
煩
悩
過
患
所
致
。
故
有

結
縛
不
得
自
在
。
願
我
来
世
得
成
正
覚
。
常
断
一
切
此
患
根
本
。

（
中
略
）
百
千
憶
劫
受
余
雑
形
。
修
行
十
善
方
得
人
身
」（『
摩
訶
摩

耶
経
』
巻
上
）。

（
４
）�「
官
曹
事
類
云
、
宝
亀
五
年
十
二
月
、

請
僧
十
口
、
沙
弥
七
口
、

設
方
広
悔
過
於
宮
中
、
宮
中
方
広
自
此
始
也
」（『
政
事
要
略
』
巻

第
二
十
八
）。

（
５
）�

森
安
孝
夫
「『
善
悪
因
果
経
』
の
流
通
と
そ
の
史
的
背
景
」（『
三
島

海
雲
記
念
財
団
事
業
報
告
書
』
二
三
、
一
九
八
六
年
）
参
照
。

（
６
）�

敦
煌
文
書
の
引
用
は
注
（
１
）
牧
田
諦
亮
『
疑
経
研
究
』
第
十
一

章
よ
り
引
用
。

（
７
）�

注
（
２
）
拙
稿
参
照
。

（
８
）�

菊
池
武
「『
日
本
霊
異
記
』
仏
典
考
」（『
日
本
史
籍
論
集
』
上
巻
、

吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
）
参
照
。

（
９
）�

拙
稿
「
奈
良
時
代
の
疑
偽
経
典
目
録
に
つ
い
て
―
『
開
元
釈
教
録
』

巻
第
十
八
考
―
」（
加
藤
謙
吉
編
『
古
代
の
氏
族
と
政
治
・
宗
教
』

所
収
、
二
〇
一
八
年
）
参
照
。

（
10
）�

出
雲
路
修
「
説
話
」（
岩
波
講
座
『
東
洋
思
想
』
第
十
六
巻
「
日
本

思
想
」
２
、
一
九
八
九
）、
今
西
祐
一
郎
「
源
氏
物
語
」（
岩
波
講

座
『
日
本
文
学
と
仏
教
』
第
二
巻
「
因
果
」
第
二
部
第
二
章
、
一

九
九
四
）
参
照
。

（
11
）�

和
田
恭
幸
「『
善
悪
因
果
経
直
解
』
諸
版
考
」（『
仏
教
文
化
研
究
所

紀
要
』
四
四
、
二
〇
〇
五
年
）
参
照
。

（
12
）�

注
（
11
）
及
び
和
田
恭
幸
「
浅
井
了
意
の
仏
書
と
そ
の
周
辺
（
三
）

―
版
面
に
見
え
る
作
家
の
立
場
と
決
意
―
」（『
国
文
学
研
究
資
料

館
紀
要
』
二
六
、
二
〇
〇
〇
年
）
参
照
。

（
こ
ば
や
し
・
ま
ゆ
み　

成
城
大
学
教
授
）


